
１．調査対象

2024年下半期（10月1日～翌年3月末）に、PSCから直接自宅退院した脳卒中患者（主に年齢15歳～69歳）

ICD10分類：I60（くも膜下出血）、I61（脳出血）、I62（慢性硬膜下出血）、I63（脳梗塞）のみ対象、

かつ発症前に「就労していた患者」、かつ発病前に「個人事業主や共同経営者などの事業主」であった者を除く

２．調査対象人数

各施設より報告済み

３.調査内容

あり

「療養・就労両立支援指導料」の算定に至らなかった理由

A）入院中に行った支援介入であったため

B）事業所との連携がとれなかったため

C）その他

【患者側の要因】 【医療機関側の要因】 【事業者側の要因】

㋐後遺症が無いまたは軽微で、両立支援が不要 ㋐両立支援コーディネーターが不足 ㋐両立を申し出できる雰囲気が無い

なし ㋑患者が希望しなかった ㋑医師の参画が不足 ㋑窓口や担当者が不明

㋒その他 ㋒両立支援に関する診療報酬が少ない ㋒勤務状況提供書の提出がない

㋓医療機関として両立支援を積極的には推進していない ㋓産業医がいない

㋔その他 ㋔その他

両立支援調査2024

両立支援の実施

「療養・就労両立支

援指導料」の算定

両立支援を行わな

かった理由

あり

なし


